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1. はじめに 

地球温暖化による海水面の上昇や、気候変動、

化石燃料の枯渇によるエネルギー問題等、化石燃

料に依存する社会は限界を来しており、脱化石燃

料の社会づくりへの取り組みとして、小水力発電

の開発・普及が注目されている。 

弊社は、富山市の常西幹線用水沿いにある常西

公園において、小流量・低落差の小水力発電所の

実施設計を行った。（表 1 発電・施設概要を参照）  

本稿では、同設計を通じて低流量・小落差での

発電計画の課題について考察する。 

 

2. 小流量・低落差の発電における課題 

河川・用水路の未利用落差は数多く存在し、小

流量・低落差の発電開発可能地点は無数にあると

考えられるが、このような発電計画の場合、以下

の課題を解決する必要がある。 

(1)コスト上の課題 

計画地点の地形・流量状況に合わせた計画を行

う必要があり、発電計画件数も少ないため、発電

施設費用が非常に高価となる。   

また、取水・導水施設、沈砂施設、流量調整施

設、除塵施設等の土木施設を整備すると工事費が

増大し、より経済性が低くなる。 

(2)制度上の課題 

①電気保安規制 

発電出力が 10kW を越えると、主任技術者の選

任義務、経産省への工事計画書の届出、保安規定

の作成等、大型発電施設並の規制がかかる。（平

成 23 年 3 月 14 日施工規則改正で一部緩和） 

②水利権 

大概の開発地点は、水利許可申請手続きを行う

必要があるが、その書類作成は難易で長期の審査

期間を要する。このため、事業スケジュールに影

響を与える等、普及の障害となっている。 

③その他 

 上記以外にも環境省、農林水産省等の法律があ

り、関連すれば許可手続きを行う必要がある。 
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3. 常西公園小水力発電所での対応 

(1)コスト縮減 

 本発電所は、以下の理由から工事費が増大した。 

・幹線用水の増水対策として、発電用のバイパス

水路を計画する必要があり、河川管理施設に準

じた構造を採用する必要があった。 

・幹線用水に隣接して設置するため、取壊・復旧

費、仮設費用が増大した。 

・景観に配慮した水車形式を採用した。 

このため、機能的な施設計画や、海外製のゲー

トを採用することにより、コスト縮減に配慮して

いる。 

 

(2)系統連系協議 

低圧・逆潮流有りの発電所は、全国的に事例が

少ないことから、系統保護の施設内容が電力会社

間で異なっていた。本設計では、系統の安全上の

観点から、高圧連系に準じた設備仕様としたが、

低圧連系の発電計画では、こうした設備費増大が

経済性に大きく影響する。 

 

(3)水利権 

水利権申請に当たり、水理計算書、施設計画図、

水量管理に関する資料等について、多くの資料を

提出する必要があった。 

発電時は、発電流量の管理と治水上の安全確保

が求められるため、完全自動によるゲートの細か

な制御、余水吐の設置、発電リミッターの設置、

モニタリング装置の設置等の対策を施している。 

 

4. 課題に対して望むこと 

(1)土木設備工事費に対する公的支援の拡充 

全量買取制度への移行を期に、NEPC 補助を初め、

補助制度が削減される傾向にあるが、マイクロ水

力発電は経済性が非常に悪いため、開発促進には

導入事業者への支援対策の充実が不可欠である。 

(2)法令手続きの簡素化 

小水力発電は実施において、法的な手続きが多

く、完全従属のマイクロ水力発電等は、施設規模

に応じて書類・手続きの大幅な簡素化が望まれる。 

(3)規制緩和 

 電気事業法の改正や、砂防堰堤を利用した小水

力発電計画の推進など、小水力計画における制度

上の制約は徐々に緩和されつつあるが、普及促進

のためには、さらなる政策的バックアップが必要

である。 

(4)技術開発 

 水車・電気関係施設、ゲート等の機械関係の費

用が全工事費の半分以上を占めることから、新技

術導入や規格化、資材等の見直し等の工夫により、

一層の低価格化に努める必要がある。 

 

5. まとめ 

 常西公園小水力発電所は現在、施工段階に移行

しており、H24.1 月末に施設の完成を予定してい

る。小水力発電計画は、地球環境保全の他、地域

振興に寄与する可能性を持っており、普及促進に

向けて上記の課題が解決され、弊社が地域貢献で

きることを願う。 

図 1 計画一般図 

写真 1 発電所施工状況(4 月末) 


